
15．岐阜県郡上市和良町 宮地自治会

岐阜県郡上市和良町 宮地自治会
郡上市八幡町初音1727-2（郡上農林事務所）
TEL：0575-67-1111 FAX：0575-67-0961

活 動 の 効 果

◇鳥獣被害防止対策活動、耕作放
棄対策活動の中で、各種器具・
機材・施設を開発し、実証・展
示。全国からの研修視察により、
開発した器具等が全国へ普及

◇雑草対策により、担い手への農
地利用集積が進展。また耕作放
棄地が解消

◇農村環境が良くなり、集落の絆
も深まり、暮らしやすいと評判
で、県内外から10人(H23～H27)
が移住

キーワード

～ 日本ど真ん中の平成の里人＝宮地集落 ～

岐阜県 郡上市
郡上市

鳥獣被害防止 その他（農業集落の維持発展、存続の基本条
件である草と獣との戦いを制する里人活動）

雑草抑制ネット・防草シートの敷設

住民総出で道路法面に芝桜ロードを造成・管理

伝統・継承

み や じ

一本杉のライトアップ

わ ら ちょう

いまどき さともり

活動のきっかけ

◆少子高齢化､農業の担い手不足､鳥獣
被害により農地が荒廃。また住民の
心の拠で誇りである神社・祭礼文化
の継承も困難な状況。

◆集落への愛着と絆が失われる危機感
から､住民が地域資源を活用した｢集
楽づくり｣活動を､平成9年に開始

取 組 概 要

◆鳥獣害防止策として｢猪鹿鳥無猿柵｣
を開発し、県内外へ普及

◆雑草抑制ネット、防草シートでの除
草。またマルチシートによる芝桜栽
培で芝桜ロードを整備

◆戸隠神社、御神木「一本杉」等の維
持管理。祭礼行事への都市住民等の
参加による祭礼文化の伝承

いのしかちょうむえんさく



16．明宝 ビスタ－リマ－ム

明宝 ビスターリマーム
郡上市明宝畑佐1008番
TEL：0575-87-2400 FAX：0575-87-2152

活動のきっかけ

◆平成元年、明宝地域にスキー場が
開設し旅館・民宿に若者の宿泊客
が増加したことにより、若者への
食事やサービス内容等の地域共通
課題を解決するため、旅館・民宿
の女将による組織を平成12年に設
立

活 動 の 効 果

◇野菜嫌いの子ども達が野菜の生育、
収穫を体験することで、子ども達
の野菜嫌いの解消に貢献

◇旬のものや採りたて、また風土に
あった料理を食べるという「食｣
の体験により食育を推進

◇おいしい保存食のワークショップ
を共同で開催するなど、他団体と
の連携に発展

キーワード

取 組 概 要

◆年間 7,000人の子ども達（小学生
中心）に川遊びや雪遊びなどの自
然体験を提供

◆教育旅行で創作メニュー「里山ま
んま」を提供

◆トマトケチャップ、豆腐づくり体
験など里山体験により都市住民と
の交流を実施

～ つなげたい 山里の 旬のおいしさ、郷土食の味 ～

岐阜県 郡上市
郡上市

郷土料理
（鶏ちゃんからあげ 味ご飯 野菜のマリネ）

郡上の地味噌づくりの様子

家族参加による山菜採りツアー

伝統・継承 「食」の提供・活用 子ども（教育・体験）

めいほう



17．竹原農地・水・環境保全会

竹原農地・水・環境保全会
下呂市野尻861番地1
TEL：0576-26-2519 FAX：0576-26-2519

活動のきっかけ

◆竹原地区の住民は、２度の合併に
より地域の連帯感や住民同士の意
思疎通が希薄化し、伝統文化の継
承等に危機感

◆｢農地・水・環境保存向上対策｣の
取組みに当たり、地区内４集落が
課題を解決し農村環境の保全と活
気のある農村にするため平成19年
に組織を設立

活 動 の 効 果

◇遊休農地を再生したふれあい農園
が新たな地域の交流の場に

◇都市から訪れる人が増加するにつ
れ、地区の住民におもてなしの心
が醸成。また、住民の連帯意識の
醸成、地域の結びつきに寄与

◇子ども達の農作業体験、食の提供
に高齢者が関わることで、高齢者
の生きがいづくりに寄与

◇次世代を担う子ども達に「郷土の
良さを再発見し地域で生きること
の誇り」が芽生え

キーワード

取 組 概 要

◆各戸が花を植栽し田園環境の整備。
また遊休農地や棚田をふれあい農
園などに再生

◆かわら版に活動内容を掲載､｢見ど
ころＭＡＰ｣を作成し情報発信

◆江戸時代から伝わる農村歌舞伎の
保存、継承

美しい田園・頑張る農村！ ～ いやしの里 竹原 ～

岐阜県 下呂市
下呂市

遊休農地を再生したふれあい公園で都市住民との交流

住民が自発的に整備したスイセンの里

子ども達が演じる農村歌舞伎

自然・景観 伝統・継承 子ども（教育・体験）

たけはら



18．有限会社 サンフレッシュ海津

有限会社 サンフレッシュ海津
海津市海津町帆引新田587
TEL：0584-54-7451 FAX：0584-54-7455

活動のきっかけ

◆国営かんがい排水事業(S59～H9)
等を機に大規模土地利用型営農が
可能となり、農地の受託面積を拡
大し、米・麦・大豆中心の営農

◆補助金に依存しない経営を目指し、
複数の食品企業との野菜の契約栽
培や高収益作物を導入した水田複
合経営モデル事業を開始

活 動 の 効 果

◇農繁期、農閑期の労働力の平準化、
経営安定化に貢献

◇農業ＩＴ管理ツールの活用による
生産コストの低減

◇企業との契約栽培面積が、10haか
ら66ha(H23→H27)へ６倍に増加

◇カルビー、バロー（スーパー）と
の連携で「岐阜県海津産 新じゃ
がいも100%使用」のポテトチップ
スを開発、販売。
また、カルビーと共同で、ほ場や
工場の親子見学会、収穫体験等を
実施し食育に寄与

キーワード

取 組 概 要

◆生産側の農閑期の余裕時間や所有
する農業機械の利用状況を踏まえ、
生産に最適な農産物の種類と面積
を検討し、食品企業と契約栽培

◆農業ＩＴ管理ツール「豊作計画」
を導入し、データを活用した生産
コストの正確な把握、効果分析

～ 企業等との連携による新たな農業経営の挑戦
（顧客からあてにされる信頼の高い農業を目指す） ～

岐阜県 海津市

海津市
その他（新たな経営モデルの確立）

大型機械によるじゃがいも収穫

カルビー、バローとの共同開発

地元小学生の収穫体験

企 業 雇 用

か い づ



19．徳川将軍家御膳米生産組合

徳川将軍家御膳米生産組合
安八郡輪之内町四郷2530-1 （輪之内町役場）
TEL：0584-69-3111 FAX：0584-69-3119

活動のきっかけ

◆輪中で生産される「輪之内産米｣
は、江戸時代に徳川将軍家から品
質が認められ献上していた歴史が
ある米

◆「輪之内産米」を全国にＰＲし、
輪中での米作りを伝承・継承する
ため、平成25年に生産組合を設立

活 動 の 効 果

◇徳川将軍家御膳米のブランド化や、
生産量増加により生産者の所得が
向上、経営に関する意識も高まり、
町内営農組織の６組織が法人化

◇農薬・化学肥料を30％削減しアレ
ルギーの少ない御膳米100%使用の
「輪中パッカン（ポン菓子）」や
フル－ティな日本酒「徳川将軍家
御膳酒」を商品化。地元産黒大豆
使用の「御膳米黒ごはん」の商品
化に向け準備中

◇御膳米の新規販路の開拓（大手量
販店）により生産者のモチベーシ
ョンが向上

キーワード

取 組 概 要

◆「お田植え式｣､「収穫祭」を開催
し、町内外の子どもたちに田植え、
稲刈り、足踏み脱穀機、はさかけ
などの農業体験を実施

◆関係機関と連携・協力し、徳川将
軍家御膳米を使用した加工品の開
発・販売

～ 未来に伝える輪之内のブランド米 ～

岐阜県 輪之内町

輪之内町

収穫祭で足踏み脱穀機の体験の様子

物産展にて御膳米、パッカンの販売

伝統・継承 「食」の提供・活用 定住・移住

徳川将軍家御膳米生産組合の皆さん

ごぜんまい



20．特定非営利活動法人 青空見聞塾

特定非営利活動法人 青空見聞塾
加茂郡東白川村五加1349番地
TEL：080-1615-7700 FAX：0574-78-3116

活動のきっかけ

◆村の青年有志による地域づくり
ワークショップがきっかけとなり、
東白川村の自然体験学校を創る事
業が、民間会社による社会貢献コ
ラボレーション事業「青空見聞プ
ロジェクト」として平成17年に活
動開始

活 動 の 効 果

◇取組により、塾の会員が60人から
360人(H24→H27）へ増加

◇交流人口が約750人から約1,900人
(H24→H27）へ増加

◇活動において、都市部の企業・団
体との連携を始め、さらに近郊の
女性グループや都市部のＣＳＲ活
動を推進する企業などと連携した
取組に発展

キーワード

取 組 概 要

◆子ども達や家族参加の自然体験
学習や環境教育、エコツーリズム、
ヘルスツーリズム、企業や学生向
けの人材育成プログラムの実施

◆健康維持や生涯スポーツ、土曜日
や夏休みの学童あづかり事業、高
齢者のおでかけバス事業などのボ
ランティア活動の実施

◆お茶摘み体験などのイベント開催

地域資源を活かした自然体験 ～ 青空見聞塾 ～

岐阜県 東白川村

その他（農林漁業体験）
東白川村

自然体験プログラムに参加した子ども達

企業と連携した伐採作業の様子

渓流での自然体験

自然・景観 子ども（教育・体験）

けんぶんじゅく


